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物品購入等業者登録のお知らせ
　市が発注する物品等の納入、業務委託の受注を希望される方は
名簿への登録が必要です。
　平成 25、26 年度において、入札に参加を希望される方は①物
品購入等入札参加資格審査申請に、１回あたり 50万円未満の小
規模な取引を希望される市内業者は②小規模物品等契約希望者登
録に申請してください。（両方に登録することはできません。）
　①②のどちらに申請すれば良いのか分からない場合は、契約検
査課まで問い合わせください。
　いずれの制度も申請いただいたことで、指名をお約束するもの
ではありません。
①物品購入等入札参加資格審査申請（入札に参加を希望する方）
　この制度は、事務機器、車両、建設資材などの物品の納入、施設
の保守点検、運送などの業務委託の入札に参加を希望する方の登録
制度です。
　現在の登録は平成 25 年 3 月 31 日で有効期限切れとなります。
引き続き登録を希望される場合は申請が必要です。
■申請受付期間　11 月 22 日（木）～ 12 月 7 日（金）（閉庁日を除く）
■提出書類等　申請書類等一式、税の証明書及び法人登記の写し等
②小規模物品等契約希望者登録（1 回の取引金額が 50 万円未満の
小規模な物品の納入等を希望する市内業者限定の登録制度）
　①との違いは、1 回あたりの取引金額が 50 万円未満に限られ、
入札になるような比較的規模の大きい取引はできません。
　例えば、少額の事務用品、会場内の飲み物、給食の食材の納品
などを行う事業者向けの制度となります。また、提出書類が①と
比べて少なく、次回以降の継続申請は、原則、市税の完納証明書
のみの提出で済むなどの特徴があります。
■申請受付期間　11 月１日（木）～ 21 日（水）
■提出書類等　申請書類等一式（2 枚程度）、市税の完納証明書 

共通事項　①②とも
■申請書類は 11 月上旬から市ホームページへの掲載及び契約検
査課で配布開始予定
■登録有効期間　平成 25 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日
◆申請方法は、契約検査課に郵送又は持参（〒 328 － 8686 栃
木市入舟町 7 番 26 号／本庁舎４階）
◆問合先　  契約検査課 ☎ 21 － 2411

23 年度決算について

No. ４

栃木市長　鈴木俊美

　市民の皆さん、こんにちは。今回は平
成23年度決算についてお話しします。
　決算というのは、昨年度の予算の使
い方がどうであったか、収入と支出の
割合がどうであったか等について調査
し、その結果を記載したものです。こ
れによると、一般会計と特別会計を合
わせた歳入総額が、約 871 億 4,000
万円、歳出総額が約 829 億 3,300 万
円であり、その差額（形式収支額）は
約 42 億円の黒字でした。この黒字分
は、その一部を翌年度に繰り越したり、
基金に積み立てたりします。
　ところで、栃木市の財政は健全なの
か、という疑問をお持ちの市民の方も
いらっしゃるかと思いますが、分かり
やすく言えば、栃木市はお金持ちでは
なく、一部借金もありますが、これは

決して返せない金額では
なく、ムダ使いをせずに
経営をしていけば、生活に
困るようなことはない、というところ
です。
　財政の状況を示すのによく用いられ
る指数や比率がありますが、栃木市は
財政力指数が 0.702、経常収支比率が
89.5、公債費比率が 9.9 です。字数の
関係で、各数字の説明はできませんが、
財政力指数をもう少し上げたり、経常
収支比率をもう少し下げたりしなけれ
ばならないかと思います。しかし、総
体的に言えば楽観視することは危険で
はあるが、悲観して落ち込むこともな
い数字だと思います。
　最後に、市民１人当たり（赤ちゃん
も含む）の負債総額は 227,276 円と
なります。これが多いか少ないかは、
市民の皆さんによって感じ方が違うか
と思いますが、前記のとおり、これは
決して返せない金額ではなく、心配に
は及ばないと考えています。
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